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１．将来計画の整理 

本施設は 1999 年の稼働開始後、20年を経過しようとしている。 

  焼却炉は、耐火材等を定期的に交換することにより機能維持を確保し、消耗部品や機器等を 

 寿命時期に交換することで処理能力を維持するなど、施設の適正な維持管理に努めている。 

  焼却処理状況は、計画処理量 100t/日に対してほぼフル稼働の状態であるが、機器の老朽化 

 に伴う処理能力の低下も顕在化している。 

  今後、長期に亘る施設稼働を行うことになれば、設備・装置の損傷、補修頻度が増加する 

 ことが懸念される。また、概ね 10 年を目途に更新を要する DCS※の電気・計装設備や、排ガ 

 ス分析装置等が、それぞれ更新時期を迎えることから、大規模補修工事による工事費・補修 

 費の増加が予見される。さらに今後、少子化・高齢化の影響による将来人口の減少や、分別 

 収集の徹底、発生抑制・再生利用施策の実施等により、焼却処理量が低調に推移することも 

 考えられる。 

  そこで、本施設の今後の見通しを整理する上で、重要となる諸条件を以下に示し、延命化に 

 ついて検討していくこととする。 

 

 

 

２．将来計画の検討方法 

１）延命化する場合の目標年数の設定 

  連続燃焼式ごみ焼却施設においては、日常の適正な運転管理と毎年の適切な定期点検整備及び

基幹的設備の更新等を確実に実施したことにより、30年以上にわたり稼働できた実績もあるこ

とを踏まえ、本施設ではさらに長い 35年以上の延命化を図ることとする。 

  延命化のための基幹改良工事を 2020 年度～2022 年度の 3 ケ年事業とし、今回整備する機器の

耐用年数等を考慮し、基幹改良工事竣工後「11年間の延命化」（施設の稼働開始から 35 年）を

行うこととする。 

  よって、延命化目標年は 2033 年度とし、「施設保全計画」の作成・運用・見直し作業の中で見

直していくものとする。 

なお、比較対象となる新施設を更新する場合については、環境省「一般廃棄物処理実態調査

（1999 年～2007 実績）」で示されているように、20～25 年程度で廃止を迎えている施設が多い

ことを参照とし、現施設を 25年間稼働させた後停止し、更新した施設を同様に 25 年間使用する

ことを前提とする。 

（表-1 計画対象期間参照） 

 

【将来計画を整理する上で重要となる諸条件】 

 

  ①将来の焼却処理量 

  ②稼働後 22 年目の大規模補修 

  ③省エネルギー化（CO２排出抑制） 

  ④性能・機能の回復 
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表-1 計画対象期間 

 

２）検討課題や留意点の抽出 

「現施設による延命化」、「新施設更新」の 2 ケースを比較した結果、「現施設による延命化」

が LCC の面で最も有利であると判断した。また、この延命化工事を行うことで、11 年の延命と

CO2削減率 3％が達成可能であることが判明した。 

以上より、本事業は施設の延命化及び地球温暖化に資することが可能な基幹的整備改良事業で

あると判断し、事業の推進を図ることとした。検討結果は、表-2 に示すとおりである。 

 

表-2 検討結果 
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３．循環型社会形成推進交付金 

  前述の長寿命化計画（延命化計画）により、処理施設の稼働に必要なエネルギー消費に伴い排出

される CO2の量が 3%以上の削減率が達成可能であり、交付要件を満たしていることから、交付金を

活用することとした。 

延命化施設整備に係る財源内訳は、表-3 に示すとおりである。 

交付金の交付率は、施設整備費の交付金対象事業費の 1/2 となる。残金は、起債や一般財源から

充当することとなる。 

 

表-3 各ケースにおける財源内訳まとめ表 

 
 

４．交付金利用の流れ 

   循環型社会形成推進交付金により、基幹的設備改良事業を実施する場合、概ね次の手順により

準備、申請、実施等を行うこととなっている。（図-1 参照） 

 

 
図-1 基幹改良事業の手順（数値は年度） 
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５．延命化工事計画 

１）目標とする性能水準の設定及び性能水準達成に必要となる改良範囲の抽出 

整理した諸条件や検討課題、留意事項などを踏まえ、延命化を行う上で目標とする性能水準を

設定する。 

なお、性能水準の設定にあたっては、現場の意見や設計施工メーカーの見解・意見等を十分に

反映し、省エネルギー化及び性能・機能回復を目標とした設定を行った。 

性能水準を達成するために必要となる改良項目や改良する設備・機器の範囲の抽出を行った結

果を表-4に示す。 

表-4 性能水準に必要となる改良範囲 

 
 

２）廃棄物 LCC（ライフサイクルコスト）の検討 

「廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き（ごみ焼却施設編：平成 27 年 3 月改訂 環

境省）」に従い、廃棄物 LCC を定量的に比較した結果は表-5に示すとおりであり、延命化した

方が優位であることが判明した。 

表-5 廃棄物 LCC を定量的に比較 

 
※整備費用等は、社会的割引率を考慮したものである。 

例）延命化工事費 1,987,224 千円 → 1,739,776 千円 
新設建設費 9,294,218 千円 → 7,823,444 千円 
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３）延命化対策による二酸化炭素排出量削減効果 

  延命化対策による二酸化炭素排出量削減効果は表-6 に示すとおりである。二酸化炭素削減率

は 6.3％となり、交付要件である 3％をクリアすることが可能であることが判明した。なお、工

事費詳細は、表-7に示すとおりである。 

表-6 延命化対策による二酸化炭素排出量削減効果 

 

表-7 延命化工事費詳細 
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４）添付図 
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